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日本語教育における意志動詞、無意志動詞のあり方 
樊穎 
（北京第二外国語大学） 
 
１．はじめに 
 意志動詞、無意志動詞という動詞のカテゴリーは、モダリティ、アスペクト、
ヴォイス、もくろみ動詞、複合動詞、自他動詞、副詞表現など広範囲に渡り、大
半の文法カテゴリー及び動詞に関連する文法項目に関わっている。これほど多く
の文法カテゴリー、文法項目に関わる事実により、日本語教育の分野では意志動
詞、無意志動詞の重要性が次第に認められるようになり、また意志動詞、無意志
動詞という動詞の分類を文法現象の説明に活用させる傾向が見られるようになっ
た。 
本稿では、主に日本語教育の分野における意志動詞、無意志動詞という動詞の
カテゴリーへの認識の変化を辿り、更に日本語教材における意志動詞、無意志動
詞という動詞カテゴリーのあり方を考察する。 
 
２．意志動詞に関連する記述の変化 
意志動詞、無意志動詞という動詞カテゴリーは従来の国語研究ではあまり言及
されていないが＊１、日本語教育の分野では割と早い時期でその存在が確立されて
いる。しかもその重要性が次第に認められるようになった。表1は『日本語教育
事典』（1982）と新版『日本語教育事典』（2005）における意志動詞に関連する
記述を比較したものである。 
 
表1 意志動詞に関連する記述の比較－１ 
『日本語教育事典』（1982） 新版『日本語教育事典』（2005） 
（ⅰ）［意志動詞］［無意志動詞］という項
目： 
○［意志動詞］の定義 
（ⅰ）［意志動詞］［無意志動詞］という項
目： 
○［意志動詞］の定義 
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○［無意志動詞］の定義（p.125） ○［無意志動詞］の定義（pp.80－81） 
（ⅱ）「意志動詞と無意志動詞に関わる現象」
の項目： 
○意志動詞（無意志動詞）と共起する主な表
現形式 
○意志動詞、無意志動詞が二分されていない
事実 
○意志動詞の無意志化、意志動詞の無意志化
（pp．200－201） 
（ⅲ）「意志動詞」「無意志動詞」を用いて
「てある」などの文法項目の説明（p.203） 
 
 『日本語教育事典』（1982）と新版『日本語教育事典』（2005）における「意
志動詞」「無意志動詞」の説明から以下の三点が分かる。 
（一）『日本語教育事典』（1982）では、すでに「意志動詞」「無意志動詞」を
独立した項目としたのである。 
（二）新版『日本語教育事典』（2005）では、「意志動詞」「無意志動詞」に関
連する説明が大幅に増加したため、意志動詞、無意志動詞という動詞のカテゴリ
ーの重要性が更に認識されたと考えられる。 
（三）「意志動詞」という文法用語を用いて、他の文法現象を説明することは、
日本語教育の領域では、「意志動詞、無意志動詞」という動詞カテゴリーがすで
に定着していることを裏付けている。 
 中国大学外国語教学指導委員会日本語組の指導によって編集されている文法の
解説書である『标准日语语法』（1997）と『标准日语语法』修正版（2004）から
も同じような変化が見られる。『标准日语语法』初版（1997）では、動詞分類の
解説の部分で意志動詞、無意志動詞の定義を提示したが、『标准日语语法』修正
版（2004）では、意志動詞に関連する記述を大幅に増加したのである。意志動詞、
無意志動詞の定義以外、「意志、無意志両用動詞」「他動詞の意志性」について
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も詳しく解説した。 
表２ 意志動詞に関連する記述の比較－２ 
『标准日语语法』（1997） 『标准日语语法』修正版（2004） 
（ⅰ）［意志動詞］［無意志動詞］という項
目： 
○［意志動詞］の定義 
○［無意志動詞］の定義（p74） 
（ⅱ）「意志動詞」「無意志動詞」を用いて
「命令形」の説明を行う 
（ⅰ）［意志動詞］［無意志動詞］という項
目： 
○［意志動詞］の定義 
○［無意志動詞］の定義 
〇「意志、無意志両用動詞」 
〇 意志動詞、無意志動詞の移行 
（ⅱ）「自他動詞」の項目： 
○  他動詞の意志性 
（ⅲ）「意志動詞」「無意志動詞」を用いて
「命令形」の説明を行う 
 
 上記の表２より、日本語教育の分野において意志動詞、無意志動詞の重要性が
次第に認められるようになったことが分かる。そして、意志動詞に関する研究の
成果を積極的に取り入れる取り組みも見られる。 
また多数の日本語教育の指導参考書では、「意志動詞」「無意志動詞」を動詞
の基本的な分類であるという認識を示し、意志動詞に関連する文法項目を詳細に
記述する傾向が見られる。例えば日本語教育学会（1990）では、意志動詞、無意
志動詞に明確な定義を示し、更に動詞の文法的な意味による分類で、「自動詞と
他動詞」「継続動詞と瞬間動詞」「意志動詞と無意志動詞」の三つが特に重要で
あると指摘した。 
国立国語研究所（2001）では、「動詞の分類」において、最初の部分で「意志
動詞、無意志動詞」という動詞のカテゴリーを詳しく紹介した。そして、＜意志
動詞・無意志動詞の定義＞＜意志動詞に関連する文法形式＞＜意志無意志両用動
詞＞という三つのタイトルで意志動詞、無意志動詞に関連する内容を記した。ま
た、市川（2005）では「意志動詞・無意志動詞」という項目を設け、意志動詞、
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無意志動詞の分類、意志、無意志両用動詞、意志動詞を用いる表現、従属節の中
の意志、無意志動詞等に関して、詳しい説明がなされた。 
以上のように、日本語教育の分野において、意志動詞、無意志動詞という動詞
カテゴリーが既に定着しただけでなく、重要な役割も果たしていることが分かる。 
３．「意志動詞」「無意志動詞」に関連する文法項目 
意志動詞、無意志動詞に関連する先行研究では、日本語教育の立場から意志動
詞に関連する文法項目を取り上げた研究が目立つ。吉川（1974）、田中（1989）、
小林（1999）がその代表的なものである。田中（1989：181）では「意志動詞と無
意志動詞こそが日本語の動詞分類の基本であり、あらゆる文法の機能と関連し、
動詞の表す内容が意志か無意志かを重視することによって、文法がより明確に整
理される」という指摘がある。このように、日本語教育の現場から「意志動詞、
無意志動詞」を重要視する傾向が見られる。下記の表３は、日本語教育において
意志動詞、無意志動詞との関連がよく取り上げられている文法カテゴリー・文法
項目をまとめたものである。 
表３ 意志動詞に関連する文法カテゴリー・文法項目 
吉川（1974） （１）完成相非過去形 （２）やりもらい動詞 （３）もくろみ動詞 （４）
「～ことにする」（５）「～ために」（６）副詞 （７）二つ（以上）の動
作を「て」で結ぶ場合 
田中（1989） （１）可能表現（２）使役表現（３）希求表現（４）命令・勧誘・禁止の
表し方（５）動詞のアスペクト（６）対象を示す「が」（７）条件文を作る
「と」（８）授受表現 
小林（1999） 語のレベル：可能形、受身形、意志形、命令形 
コトのレベル：ている てある てみる ておく ていく たら と ば 
つもりだ ながら て ように ために くれる 使役構文 受身構文 
ムードのレベル：～ませんか ～ましょう ～てください ～たい ～と
思う ～てほしい そうだ（様態） 
国立国語研
究所（2001） 
（１）意向形・願望「たい」（２）命令・依頼・禁止の形（３）可能・使役・
受身の形（４）補助動詞など（５）授受表現（６）目的を表す「～に行く」
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「～に来る」（７）従属節 
 
４．日本語の教材における意志動詞、無意志動詞のあり方 
上記の表の通り、意志動詞、無意志動詞という動詞カテゴリーが数多くの文法
項目に関連しているため、これらの文法項目の説明にあたって、意志動詞、無意
志動詞という動詞の分類について大きな意義があると考えられる。 
日本で出版された一部の日本語教材を調査した結果、「意志動詞」という用語
を用いて文法説明を行う教材が数多くある。例えば東京外国語大学留学生日本語
教育センター指導書研究会（2009）では、文型＜Ｖ［う／よう］［と思っていま
す／とは思っていません］＞の説明にあたり、「『（よ）うの形（意向形）』は、
意志動詞に限られる。『ある、落ちる、生まれる、できる』などの無意志動詞は
『（よ）うの形』は作れない」（p.126）と述べている。 
 筆者は主に中国の大学における日本語教育の現場でよく使用されている以下の
9 種類の日本語教材を調査した＊２。下記の表４は、意志動詞、無意志動詞のあり
方をまとめたものである。 
これらの日本語教材では、動詞の分類に関して、「活用類型からの分類」（＜
規則変化動詞＞のⅠ類動詞、Ⅱ類動詞と＜不規則変化動詞＞のⅢ類動詞）、及び
「自動詞と他動詞の分類」（『综合日语』pp.130－131）を例示するのが一般的で
ある。筆者が調査したところ、動詞の分類において意志動詞、無意志動詞の分類
を詳細に取り上げた教材がなかった。しかし、意志動詞、無意志動詞という文法
用語を用いて文法項目の説明を行うのが調査した教材全体に見られる現象である。 
表４ 文法項目の説明における意志動詞、無意志動詞のあり方 
教材 出所 文法項目 用語 
《新编日语》1992 第２冊 「のに」表示目的 意志动词 
第４冊 动词连用形+よい（いい） 意志动词 
动词、名词＋「際」 意志性动作动词 
《大学日语》1999 第４冊 Ｖ＋うる／えない 意志动词、无意志动
词 
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《基础日语教程》2001 第2冊 なんとか 意志性动词 
させてください 意志性的自动词 
第３冊 「うちに／うちは」の比較 意志性的动词 
上で 意志动词 
「～がたい／～にくい」 意志动词、无意志动
词 
「ながら」 意志动词 
「ために」 意志性动词 
《基础日语》2003 第２冊 ～たとたん（に） 意志动词 
《综合日语》2006 第２冊 命令形 自主动词 
Ｖてしまう＜強意＞ 自主动词 
第４冊 Ｖ１ずにはＶ２ない 非自主动词 
（よ）うと（は／も）しな
い 
自主动词 
Ｖ（よ）う ＜推測＞ 非自主动词 
V（よ）うとする＜意図＞ 自主动词 
Ｖ（る）べく＜目的＞ 自主动词 
《新标准日语教程》2010 第１冊 ことになる 意志动词、非意志动
词 
第２冊 （を）～終える 意志持续动词 
《基础日语 综合教程》 
2011 
第２冊 ために 意志动词 
第３冊 （よ）うと思います 表示意志行为的动词 
を目標に 表示意志的动词 
第４冊 Ｖ（よ）うが、Ｖ（よ）う
が 
意志动词 
《新版中日交流标准日本语 
初级》2013 
下册 ～ようになる 非意志性动词 
 ～ようにする 意志性动词 
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《大家的日语 初级》2017 第２冊 目的を表す「ように」 非意志动词 
上記の表４から、以下の三点に要点をまとめる。 
（一）調査した９種目の教科書では、意志動詞、無意志動詞という動詞の分類を
用いて、文法項目の説明を行うのが全体に見られる現象である。 
（二）動詞カテゴリーである＜意志動詞、無意志動詞＞は、中国語の＜自主动词、
非自主动词＞に相当するが、これらの教科書の場合、＜意志動詞、無意志動詞＞
の中国語の訳語は統一的なものではない。「自主动词、非自主动词、意志动词、
意志性动词、非意志性动词、表示意志的动词、意志性动作动词」等、幅広く挙げ
られる。その中で特に日本語と同じ漢字を使う「意志动词」の使用頻度が一番高
い。 
（三）意志動詞、無意志動詞という文法用語が使用される文法項目は、「意向形」
「命令」など動作主の意志を表すものだけでなく、「～ようにする／～ようにな
る」のような目的を表す文型、特定の副詞との共起、複合動詞の前項、形容詞型
接尾語など、幅広い応用範囲を示している。 
 また、これらの教科書の調査で特に興味深い事実が判明した。それはすべての
教科書で意志動詞、無意志動詞という動詞カテゴリーを文法用語として自明であ
るかのように使用していることである。前述した通り、これらの教科書では、意
志動詞、無意志動詞を動詞の分類に挙げたことがなく、また意志動詞、無意志動
詞を判断する基準の説明も記されていない。しかし、個別の文法項目の説明にあ
たって、意志動詞、無意志動詞という文法用語を用いている。例えば、動詞の命
令形について、「日本語の意志動詞がすべて命令形という形態を有する」（『综
合日语』p.276）と指摘し、文型「～ようにする」の説明では、「『～ように』の
前には意志動詞の基本形はない形が現れる」（『新版中日交流标准日本语 初级』
p.154）と述べている。 
 
５．終わりに 
日本語教育の分野では、意志動詞、無意志動詞という動詞の分類が既に定着し
ている。通時的な視点から、意志動詞、無意志動詞の重要性が次第に認識される
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ようになった。多数の日本語教育の指導参考書では、意志動詞、無意志動詞を動
詞の基本的な分類であるという観点を示し、意志動詞に関連する文法項目を詳細
に記述し、更に意志動詞に関する研究の成果を積極的に取り入れる取り組みも見
られる。 
上述の通り、意志動詞、無意志動詞という動詞カテゴリーが数多くの文法項目
に関連しているため、多くの日本語教材では、意志動詞、無意志動詞という文法
用語をもって、関連する文法項目が説明されている。しかし、これらの教材では、
意志動詞、無意志動詞という動詞の分類を明記することもなく、また意志動詞、
無意志動詞を判断する基準の説明も行われないまま、意志動詞、無意志動詞を文
法用語として使用している。従って、このような状況のもと、学習者が意志動詞、
無意志動詞について、自ら正しく判断できるとは思えない。 
無論、意志動詞、無意志動詞が意味上の分類であり、形態上の判断基準がない
ため、その定義並びに判断基準には曖昧な部分があるのも事実である。また動詞
の多義性により、同一の動詞が意志動詞、無意志動詞の両方として使われること
もよく見られる。更に特定な統語条件のもと、意志動詞、無意志動詞の移行＊３も
よく観察される現象である。このような理由も踏まえ、日本語教材で意志動詞、
無意志動詞という動詞の分類を詳しく解釈するのも困難であると考えられる。し
かし、日本語教育の現場から、意志動詞、無意志動詞と諸文法形式に関連する文
法事項を重視しているのも事実であるため、これから日本語教材の執筆や編集に
あたり、今までの研究成果を生かし、意志動詞、無意志動詞という動詞のカテゴ
リーについて言及し、更に充実した内容を盛り込むべきだと思われる。 
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注 
＊１ 筆者は意志動詞、無意志動詞について国語学辞典を調査したところ、結果は以下の通りで
ある。 
①『国語学辞典』1958 国語学会編 東京堂 
 動詞の分類では「意志動詞」という用語が見当たらない。但し、同辞典付録の国文法諸説対照
表の「７動詞」の項に金田一京助氏が『新国文法』で出した意志・無意志動詞の分類が挙げられ
ている。 
②『国語学大辞典』1980 国語学会編 東京堂出版 
 ［動詞］の項目のもと、動詞の分類について（ｐ.643）「金田一京助は、意志動詞・無意志動
詞の別を立てた」と記している。 
③『国語学研究辞典』1977 佐藤喜代治編 明治書院 
 「意志動詞」という用語が見当たらない。 
＊２ 筆者が調査した教科書は以下の通りである。 
《新编日语》1992 周平、陈小芬编 上海外语教育出版社1−4冊 
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《大学日语》1999  大连外国语学院编  大连理工大学出版社1-4冊 
《基础日语教程》2001 卢友络等主编 旅游教育出版社1-4冊 
《基础日语》2003 徐敏民主编（华东师范大学）上海三联书店1−２冊 
《综合日语》2006 彭广陆、守屋三千代主编 北京大学出版社1−4冊 
《新标准日语教程 中级》2010 谷光忠彦、刘金钊主编 大连出版社 1−２冊 
《基础日语 综合教程》（教学参考书）2011 曹大峰主编 高等教育出版社 1-4册 
《新版中日交流标准日本语 初级》2013 日本光村图书出版株式会社编 人民教育出版社（上下
册） 
《大家的日语 初级》2017 日本3A出版社编著 外语教学与研究出版社 1−２册 
＊３ 例：「インチキ賭博の際，最初のうち『かも』（利用しやすい客）にわざと負けてやるこ
と。」（BCCWJ）「負ける」は普通無意志動詞だと判断できるが、例文では動作主の意図的な行
為を表す副詞「わざと」と共起している。ここでは「負ける」の意味には変化が起こり、「わざ
とミスをして『負ける』結果を出す」という結果から制御可能な動作へと変わった。このように、
特定の統語条件の下で，「負ける」という無意志動詞が一時的に意志動詞へと移行したと考えら
れる。 
 
 
